
第６６回神奈川県合唱祭報告 

  

会場：神奈川県立音楽堂 
 

出演日時：2023 年 6 月 10 日（土） 
 

演奏曲 ：Ave Regina Caelorum 

      作曲：Guillaurae Dufay 

      編曲：Patrick M.Liebergen 

     荒城の月 

   作詩：土井晩翠 

作曲：滝 廉太郎 

編曲：今井邦男 

指揮   ：鷹巣 誠一  

オルガン  ：櫻井 由理 
 

出演者 ：22 名 

 トップテナー  ：三枝（康）、舟橋、田中（秀）、田辺、生方 

 セカンドテナー ：増田、飯田、田中（利）、菅原、岡本（宣）、水谷、島田 

 バリトン    ：蒲谷、高橋、福井、岡田、松村 

 ベース     ：宮野、柿崎、志澤、前野、相原 

 

 
 

神奈川県立音楽堂 木のホール 

 

 



 

講評者の先生方から講評を頂きました。先生方の経歴などは第 66回神奈川県合唱祭のプログラ

ムをご覧ください。 

 

講評者 講                評 

 

 

 

松本 望 先生 
（作曲家） 

発声や表現が積極的で良かったと思います。 

Ave Regina Caelorum：ブレスをした後に各々のテンポ感がばらけてしま

う感じがありました。音楽、フレーズの中でうまくブレスを入れるよう

に工夫してみてください。オルガンとアンサンブルをする（一緒に歌う）

という感覚をもう少し持ってほしいです。 

荒城の月：音色や曲調など、ご自分たちの持ち味によく合っていると思

いました。下行形で音程がぶら下がり気味なのに気をつけてもらえれば

と思います。 

 

  

大沼 ケイ 先生 
（歌う OK団指揮者） 

95周年とは素晴らしいですね。 

学生時代から合唱を大切に育んで来られ、その深みあるハーモニー素敵

でした。 

男声合唱の良さを充分発揮された演奏で心にしみました。 

シニアに有りがちな声のかすれ、ヴィブラート等も無く、美しい歌声で

した。 

 

 

 

 今井 祐之 先生 
（合唱団インテグラルズ指

揮者） 

Dufay ：合唱祭でデュファイが聴けるとは！ 
二重導音や平行移動する音程をもっとたっぷり聴かせてもいいのかもし

れません。軽やかさのなかに、ルネサンス初期ならではの音世界を、a 

母音がやや暗くなってしまわぬように、明るい響きのハーモニーを目指

してみてください。 

荒城の月：一転して重厚感のあるサウンドがとてもマッチしています。

オルガンの響きも相まって荘厳さが素晴らしいです。ラストのアカペラ

もさびしさがよくでています。是非 100 周年、11０周年その先も目指し

てください。 
  

 

 


